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「空き家活用相談会」を 開催！

企画調整課　 （25）8114

　市内への若者の移住を進めるため、空
き家の所有者がその活用を気軽に相談で
きる場として、空き家活用相談会を開催
します。空き家を所有している皆さん、
ぜひ相談会をご利用ください。

　市では、若者定住を促進するため、新築住宅の取
得や住宅リフォームによる定住等の支援制度を整備
し、若者が暮らしやすい住まい環境づくりに取り組ん
でいます。また、定住する若者や子育て世代を応援
するため、平成 27年度は内容の一部を拡充し、よ
り利用しやすい制度としました。
※下線部分は、今年度拡充した箇所です。

　1定住住宅取得補助事業
【対象となる方】
　①市内に定住される 40 歳未満の方
　②小学校６年生までの子を扶養し、同居する方
【対象となる住宅】

市内業者が建築または販売する新築住宅（床面積
50㎡以上 280㎡以下）

【補助金の額など】
固定資産税相当額（限度額 5万円 /年）を補助、
地域通貨アイカで 5 年間支援
※平成 26 年 1 月 1 日以前に新築され、または購
入された住宅は、固定資産税相当額の 1/2 を補助

（限度額は同じ）

………2定住住宅リフォーム補助事業
【対象となる方】

①市内に転入しようとする方または転入後 3 年を経
過しない方

②市内にお住まいの 40 歳未満の方
③市内にお住まいの小学校 6年生までの子を扶養
し、同居する方
※②③は、市内賃貸住宅等の居住者で実家に戻り
定住する方または婚姻により実家に定住する方に
限ります。

【対象となる住宅】
上記①は、定住するために購入した中古住宅また
は所有する住宅
上記②③は、相続・贈与によって取得する実家

【対象となる工事】
　市内業者が請け負う 50万円以上のリフォーム工事
【補助金の額など】

補助率は最高 1/4、限度額は最高 50 万円で、地域
通貨アイカにより 5 年分割均等払い。
※年齢によって補助率が異なります。詳細はお問い
合わせください。

　3空き家リフォーム補助事業
【対象となる方】
　①借り手が決まった空き家の所有者
　②空き家紹介システム登録物件（賃貸）の所有者
【対象となる工事】
　市内業者が請け負う 50万円以上のリフォーム工事
【補助金の額など】
補助率は 1/4、限度額は 50 万円で、地域通貨ア
イカにより 5 年分割均等払い。

※年齢は、1は新築（建築確認申請日）または購入（売買契約締結日）した時点、23は申請時点のも
　のです。
※適用要件などがありますので、制度の詳細は、お問い合わせください。

【お知らせ】
「空き家リフォーム補助」等をお考えの方は、空き家紹介システムへの物件登録（賃貸）をお勧めし
ます。

※予約いただいた方を優先します。
５月 16 日（土）10 時～ 12時日 時

今 津 会 場　今津東コミュニティセンター
新 旭 会 場　高島市観光物産プラザ
安曇川会場　安曇川公民館

場 所
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　水道メーターの検針時にお渡ししています『上
下水道使用水量等のお知らせ』（検針票）の内容が、
５月検針分から変わります。
　水道料金の基本料金は、水道メーターの口径（給
水管の呼び径）により変わりますので、口径の確
認をお願いします。

◆水道メーターボックスの上には、検針
の支障となるものを置かないでくださ
い。また、外で犬を飼っておられるご家
庭では、事故防止のため、しっかりと繋
いでおいてください。
◆下水道の使用形態や使用人数の変更が
あるときは、必ず届け出をお願いします。

上下水道課
　 （22）9011
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新しくなります「上下水道使用水量等のお知らせ」

❽ お支払方法が口座振替の
場合、前回分の口座振替結果
をお知らせします。口座振替
できなかった場合や、納付書
払いの方は＊＊＊＊と表示し
ます。

❶ ご使用水栓の個別番号です。
お問い合わせの際は、こちらの
番号をお知らせください。

この部分を追加しています。
（❷、❻、❽）

❷…水道メーターの口径を表
示しています。

（13、20、25、30、40、50、
75、100mm があります。）❶ ❷

❸
❹

❺
❻

❽

❼

❺…・❻ 今回検針による下水道
使用水量と下水道使用料を表示
します。下水道への流入が水道
水のみの場合は、水道と同じ水
量になります。地下水を使用さ
れている場合は次によります。

○地下水の計量装置等を設置
されている場合、これを検
針し、使用水量（汚水量）
を表示します。

○地下水の計量装置を設置さ
れていない場合、２か月当
たり一人 17㎥に❻の人数
を乗じて得た使用水量（汚
水量）を表示します。

○水道と地下水の併用の場合
は、水道と地下水の各使用
水量を比較し、いずれか多
い方を表示します。

❸ 今回の検針による使用水
量と水道料金を表示します。

❼ 下水道の前回と前年同期
の使用水量を表示します。

❹ 水道の前回と前年同期の
使用水量を表示します。
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内　　容
人身事故発生件数
死 者 数
傷 者 数

発生場所
マ キ ノ
今 　 津
朽 　 木
安 曇 川
高 　 島
新 　 旭

火　災
建 物
車 両
林 野
そ の 他
救　急

交通事故
一般負傷
急 病
そ の 他
救　助

火 災
交通事故
水難事故
そ の 他

件　数
2 件
3 件
0 件
0 件

件　数
21 件
34 件

143 件
25 件
件　数

0 件
2 件
0 件
0 件

累計（1月～）
4 件
4 件
0 件
0 件

累計（1月～）
51 件

115 件
435 件
60 件

累計（1月～）
0 件
6 件
0 件
1 件

件　数
　２７件
　　1 人
　３６人

件　数
　　１件
　　６件
　　１件
　　５件
　　６件
　　８件

３月平均値（平日測定）
マキノ（マキノ支所前駐車場）

０．０６７μ Sv/h
今　津（今津支所玄関北側）

０．０５７μ Sv/h
朽　木（朽木支所前駐車場）

０．０６２μ Sv/h
安曇川（安曇川支所裏駐車場）

０．０３５μ Sv/h
高　島（高島支所裏駐車場）

０．０５０μ Sv/h
新　旭（市役所北側玄関前）

０．０６５μ Sv/h

前年比
－16件
－１人
－18人

（平成 27 年３月末現在） （平成 27 年３月末現在）

交通事故発生状況 火災・救急・救助件数 環境放射線測定結果
高島警察署　 (22)0110 消防総務課　 (22)5401 原子力防災対策室　 (25)8133

※測定地点は他に 24 か所あります。測定
結果は、市のホームページをご覧ください。
●一人あたりの自然放射線量 ( 日本）
　0.24 μＳｖ／ｈ　※世界平均 0.27 μＳｖ／ｈ
　年間平均値から 8.760（24 時間× 365 日）
　で割り戻した値です。
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まち の 話題 タウントピックスTown Topics

　３月 14 日（土）に安曇川公民館で、小学４年生から６年生対象の体験活動「よえもん道場」を行い、子ども
たちはしいたけの菌打ちに挑戦しました。講師の小林進さんの指導のもと、１ｍのならの木にドリルで穴を開け
菌を打ち込みました。しいたけが木にどのように生えているのか、どのような場所に置くとよいのかなど教えて
いただきました。菌打ち終了後は 1 年間のふりかえりを行いました。ふりかえりでは、「学校外の友達がたくさ
んできた」、「班で協力できた」、「来年もよえもん道場に参加したい」などの意見が出ていました。1 年間の活動
を経て、子どもたちの成長が感じられる最
後の活動となりました。

（高島市青少年育成市民会議）

　２月 28 日（土）に安曇川公民館で、第５回子ど
もの体験活動サポーター養成講座を開催しました。
子どもの活動に生かせるレクリエーションをテーマ
に、講師のレクリエーションインストラクター　松
田正己さんから、初対面の人同士が緊張を解きほぐ
すための手法「アイスブレイク」を交えて、レクリ
エーションの楽しさや指導法、子どもをひきつける
ポイントなどを教えていただきました。参加した皆
さんは、楽しく真剣に取り組んでおられました。
　高島市体験活動サポーターバンクでは、子どもた
ちの体験活動をサポートする講師の先生や活動の補
助をしていただく方を派遣しています。詳しくは市
のホームページをご覧になるかお問い合わせくださ
い。（青少年課　☎（３２）４４５８）

子どもの体験活動サポーター養成講座
目指せレクリエーション指導者

ジュニア…オリンピックカップ…スキー大会
市内小中学生２名が出場 !!

　３月 26 日（木）から 30 日（月）まで岐阜県で、
ＪＯＣジュニアオリンピックカップ・アルペン競技
が行われ、村田勇人くん（今津東小６年）、森永の
のかさん（立命館守山中２年（マキノ在住））が出
場されました。（市民スポーツ課）

最後の体験はしいたけの菌打ち　よえもん道場修了　成長した子たち！

一
生
懸
命
に
菌
を
打
ち
込
む
。

「
早
く
大
き
く
な
～
ぁ
れ
」

近畿地区２・３級普及指導員研修交歓大会
近畿グラウンドゴルフで３位

　３月１日（日）～２日（月）
に大阪府で近畿地区２・３
級普及指導員研修交歓大会
が行われました。
　この大会に出場された竹
原栄子さん（マキノ）が女
子の部で３位入賞されまし
た。（市民スポーツ課）

森永ののかさん村田勇人くん

17 2015. ５月号 ※各学生の学校、学年は、平成 27 年３月時点のものです。
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　国民年金には、経済的な理由などで保険料を
納めることが困難な場合、申請をして承認され
ると、保険料の納付が免除される申請免除制度
があります。
　申請免除制度の種類と、承認される場合は次
のとおりです。

▼免除制度の種類
　【　全額免除　】
　　保険料の全額が免除
　【　一部納付　】

保険料の一部を納付し、残りの保険料が免
除（４分の１納付、半額納付、４分の３納
付の３種類）

▼承認される場合
　本人・配偶者・世帯主の前年の所得が一定額
以下の場合に、全額免除または一部納付が承認
されます。

※退職（失業）を理由とした特例免除制度もあ
ります。特例免除は、申請する年度または前年
度において退職（失業）の事実がある場合に対
象となり、失業された方の所得を除外して免除
の申請を行います。

　国民年金には、経済的な理由などで保険料を
納めることが困難な場合、申請をして承認され
ると、保険料の納付が猶予される若年者納付猶
予制度があります。
　30 歳未満の方で、本人・配偶者の前年の所
得が一定額以下であれば申請により、保険料の
納付が猶予されます（世帯主の所得は審査の対
象外です）。
　保険料を納めないままにしておくと「もしも」
のときの障害基礎年金や遺族基礎年金を受けら
れない場合があります。納めることが困難な場
合は、申請をしましょう。

保険年金課　 （25）8137
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　市制 10 周年記念
たかしま市民音楽祭＆さとやま劇場
総勢３８７人の音色が
ホールを包む♪

（敬称略）

高島Ｂ＆Ｇ海洋センター所属６選手　
全国水泳大会出場

　３月 26 日 ( 木 ) ～ 30 日 ( 月 ) に東京都で第 37
回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ春季水泳
競技大会が行われました。高島Ｂ＆Ｇ海洋センター
所属の次の方が出場されました。（市民スポーツ課）

氏　名 学　校 出場種目

中村　海渡 比叡山高２年
（高島中出身）

50 ｍ自由形
100 ｍ自由形
200 ｍ自由形
400 ｍメドレーリレー
400 ｍフリーリレー

西川　翔 比叡山高３年
（高島中出身）

400 ｍメドレーリレー
400 ｍフリーリレー

中村　智也 比叡山高１年
（安曇川中出身）

400 ｍメドレーリレー
400 ｍフリーリレー

大塚　陽平 比叡山高２年
（高島中出身）

50 ｍ平泳ぎ
100 ｍ平泳ぎ
400 ｍメドレーリレー
400 ｍフリーリレー

鳥巣　紅音 志賀中２年 400 ｍ個人メドレー
兼田　真奈 高島小５年 50 ｍ自由形

　市制 10 周年記念
第４回……書道研究西

せいれいかい

嶺会書展
芸術的な書道作品に……うっとり

　３月 26 日（木）から 29 日（日）まで、藤樹の
里文化芸術会館で高島市制 10 周年記念事業として
第４回書道研究西嶺会書展が開催されました。
　会場には、合計２３３点もの芸術的な書道作品が
展示され、来場者の目を楽しませてくれました。
　上位の賞に選ばれた方は次のとおりです。
　（秘書広報課）　

○滋賀県知事賞 堀田　絢子さん
○滋賀県教育長賞 鈴木　善裕さん
○高島市長賞 仁賀　英子さん
○高島市教育長賞 増尾　陽月さん
○高島市議会議長賞 河野　真弓さん
○市制 10 周年記念大賞 駒井　直樹さん

　３月 15 日（日）、高島市民会館で、「たかしま市
民音楽祭＆さとやま劇場」が開催されました。
　このイベントは、高島市制 10 周年を記念して、
例年別々に開催している市民音楽祭とさとやま劇場
をあわせて開催したもので、ナビゲーターの進行に
あわせて、総勢３８７人の出演者が歌や音楽を披露
しました。
　第１部は「伝統と和の祭典」と題し、和太鼓、ヨ
シ笛や高島音頭などの発表が行われました。
　第２部は「豊かな響をあなたに」と題して、合唱
構成が上演され、幕間では映像と朗読で高島の想い
を伝えながら、すばらしい歌声が披露されました。
　最後は平成 23 年のさとやま劇場で生まれたオリ
ジナル合唱曲「T

た か し ま

AKASHIMA」を会場の皆さんと
全員で合唱し、盛会のうちに幕を閉じました。

（秘書広報課）

　市制 10 周年記念
第 10回　高島市民体育大会スキー競技会
雪山で繰り広げられた熱戦！

　第 10 回高島市民体育大会スキー
競技会が、３月８日（日）に箱館山
スキー場で開催され、総勢１５０名
の参加があり、熱戦が繰り広げられ
ました。大会の結果は次のとおりで
す。（高島市体育協会）

　各種目１位のみを掲載しています。

【アルペンの部】
●スノーボード
　《一般男子》池田　　健（高島）　
　《一般女子》村田　希空（新旭）
●ジャイアントスラローム
　《一般男子》
　　▼ 45 歳以上　小野　　久（今津）
　　▼ 40 歳以上　安井　清和（マキノ）
　　▼ 35 歳以上　寺井　成晃（マキノ）
　　▼ 30 歳以上　鳥居　　優（マキノ）
　《一般女子》
　　▼ 45 歳以上　河原　淳子（マキノ）
　　▼ 25 歳以上　小島　有子（今津）
　《中学生男子》　山室　　誠（今津中）
　《中学生女子》　竹本　来未（今津中）
　《小学生男子》
　　▼１・２年生　古谷　ルク（今津北）
　　▼３・４年生　芦本　孝太（マキノ東）
　　▼５・６年生　村田　勇人（今津東）
　《小学生女子》
　　▼１・２年生　本田　ゆか（新旭北）
　　▼３・４年生　寺井　夏生（マキノ西）
　　▼５・６年生　小多　沙奈（マキノ北）

【クロスカントリーの部】
●個人競技
　《一般男子》
　　▼ 60 歳以上　多胡　重孝（安曇川）
　　▼ 35 歳以上　伊藤　朋一（高島）
　　▼ 25 歳未満　松宮　幹乗（安曇川）
　《中学生男子》　谷口　辰熙（安曇川中）
　《中学生女子》　中原あかり（安曇川中）
　《小学生男子》　
　　▼３・４年生　太田　多聞（今津東）
　　▼５・６年生　一井倫太朗（新旭北）
●リレー
　《男子》混成チーム（松宮・坂尾・伊藤・伊東）
　《女子》今津中チーム（福田・越智・吉原）

（敬称略）

※各学生の学校、学年は、平成 27 年３月時点のものです。
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こ
れ
っ
て
「
し
つ
け
」
!?　
「
虐
待
」
!?

　
し
つ
け
と
思
っ
て
し
て
い
る
こ
と
で
も
、虐
待
に
あ
た
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
子
育
て
の
仕
方
を
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

悪いことをしたら叩く

例えば・
・・

他の子と比べて
責める

年齢不相応な
早期教育をする

暴力は歯止めがき
かなくなって、エ
スカレートする危
険性があります。

言葉で脅すこと
は、恐怖感をう
えつけたり子ど
もの自尊心をう
ばったり、周囲
の人への信頼感
が育めなくなっ
てしまいます。

子どもの教育や発達にとって
好ましくない養育状態です。

児
童
虐
待
の
４
つ
の
タ
イ
プ

　
身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
つ
ね
る
、
激
し

く
ゆ
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
さ
せ

る
、
戸
外
に
閉
め
出
す　
な
ど

　
性
的
虐
待

性
的
行
為
の
強
要
、
性
器

や
性
交
を
見
せ
る
、
被
写

体
な
ど
を
子
ど
も
に
強
要

す
る　
な
ど

　
ネ
グ
レ
ク
ト

（
保
護
の
怠
慢
・
養
育
の
放
棄
）

適
切
な
衣
食
住
の
世
話
を
し
な

い
、病
院
に
連
れ
て
い
か
な
い
、

子
ど
も
を
残
し
た
ま
ま
外
出
す

る
、
同
居
人
に
よ
る
虐
待
を
放

置
す
る　
な
ど

通告・
相談先

子ども家庭相談課　 （25）8517
虐待ホットライン（24 時間対応）　 077（562）8996

　
心
理
的
虐
待

言
葉
で
脅
す
、
無
視
し

た
り
拒
否
的
な
態
度
を

と
る
、
子
ど
も
の
前
で

配
偶
者
な
ど
に
暴
力
を

ふ
る
う
、
き
ょ
う
だ
い

間
の
差
別
的
な
扱
い
を

す
る　
な
ど

５
月
は
児
童
福
祉
月
間
で
す

　
子
ど
も
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ

こ
と
は
、
市
民
す
べ
て
の
願
い
で
す
。
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
、
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
、
豊

か
な
愛
情
に
包
ま
れ
て
の
び
の
び
と
育
つ
こ
と
の

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
27
年
度
児
童
福
祉
週
間

（
５
月
５
日
「
こ
ど
も
の
日
」
か
ら
１
週
間
）

標
語
「
世
界
に
は　
君
の
輝
く　
場
所
が
あ
る
」 ・ 子育て支援課　 （25）8136

おかあさんありがとう＆母と子のスポーツ大会
　県内の母子家庭の親子が集まり、子どもと一緒に走ったり
競技をしたり、日ごろ忙しいお母さんも、たっぷりお子さん
と触れ合っていただけるイベントです。

▼日時　６月 14 日（日）　10 時～ 15 時 30 分
▼場所　守山市民体育館（守山市三宅町１００番地）
▼内容　スポーツ大会（親子でデカパン競争、おやつだよなど）
　　　　体験コーナー（紙ひこうき作り、あてものなど）
▼対象　県内在住の母子家庭の親子
▼参加料　無料
▼申込締切　５月 13 日（水）
▼申込方法　電話
※高島市のぞみ会会員の方は直接のぞみ会へお申し込みください。

　
保
護
者
に
と
っ
て
一
生
懸
命
に
子

育
て
を
し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
子

ど
も
の
心
身
の
成
長
や
人
格
の
形
成

等
に
有
害
な
影
響
を
与
え
る
行
為
は

「
虐
待
」
に
な
り
ま
す
。

コラ
ッ
あか
んや
ろ

◯◯ちゃんは

きちんとして
は

るで。どうし
て

できひんの！

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
の

ば
い
じ
ん
受
け
入
れ
再
開

　
３
月
27
日
（
金
）
に
、
大
阪
湾
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
３
月
30
日
付
け
で
現
在
の

ば
い
じ
ん
搬
入
停
止
措
置
を
解
除
す
る
と
の
連

絡
を
い
た
だ
き
、
４
月
８
日
（
水
）
に
搬
入
を

再
開
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
保
管
し
て
い
た
環

境
セ
ン
タ
ー
の
ば
い
じ
ん
は
、
５
月
末
ま
で
に

搬
出
す
る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
引
き
続
き
ご
み
減
量
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　市では、平成 26 年度に引き続き、
生ごみの減量化や堆肥化による再資
源化を推進するために、生ごみ処理
機、コンポスト（処理容器含む）お
よび基材の購入者に対して、次のと
おり補助金を交付します。
　ぜひこの制度を活用ください。

※手続きは簡単です。支所でも受け付けます。

　また、この制度とは別に事業所を対象にした生ごみ処理
機購入の補助制度を創設しています。補助率は２/ ３で、
限度額は２００万円です。ただし、手続きには事前の申請
が必要です。ご注意ください。

ご利用いただいた事業所等の声をご紹介します。

事業所Ａ
・リサイクル化の意識に変化があった
・水分の多いおかゆも、しっかりと処
理されている アンフィニ

・生ごみが約５分の１になった
・堆肥は、施設の花壇や利用
者の畑などで利用している
・習慣になれば定着できる

静里なのはな園
・厨房のごみが約３分の１になった
・生ごみの投入も処理機の操作も簡単

　生ごみ処理機やコンポスト等をご利用の皆さんは、ぜひとも生ごみ処
理機等の感想や補助制度について、ご存じない方にお伝えください。
　生ごみの資源化や減量化には、皆さん一人ひとりの協力が大切です。
皆さんの取り組みを、環境政策課のメールまたはファックスにお寄せく
ださい。

環境政策課　 （25）8123　 （25）8145
　　　　　　　 kankyo@city.takashima.lg.jp

●制度の概要

●手続き

●利用者の声

①購入　⇒　②申請（領収書添付）
⇒　③請求　⇒　補助金の振り込み

　市民の皆さんのご理解とご協力により、環境セ
ンターに収集される「燃やせるごみ」が前年度同
月に対して 75.82t（6.01%）減少しました。
引き続き、ごみの分別や減量にご協力ください。

  燃やせるごみの収集量３月の

補助金申請受付状況４月15日までの

○電気式生ごみ処理機……………… ７８２件
○コンポスト………………………… ３８２件
○事業所用（大型）生ごみ処理機…… １３件

（平成 26 年４月１日からの累計）

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す

　
生
ご
み
処
理
機
等
補
助
制
度

昨年から
利用世帯

が

約１，２００増加

しました

区　分 補助率 限度額
生ごみ処理機 ２／３ 40,000 円
コンポスト

（処理容器） ２／３ 7,500 円

基材 ２／３ 3,000 円

ご利用いただいた事業所等の声をご紹介します。

アンフィニ

再生への歩み

（単位）ｔ

上段　Ｈ 25 年度
下段　Ｈ 26 年度

Ｈ 25
Ｈ 26

100 150 200 250 300
（週）

1000 1100 1200 1300900
（合計）

第１週
234.67t
222.04t

第２週
234.69t
222.06t

第３週
245.49t
242.92t

第４週
274.32t
247.45t

第５週
273.03t
251.91t

合　計
1,262.20t
1,186.38t
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このコーナーに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課  （３２）１１３２までお気軽にお問い合わせください

　
各
学
校
の
在
校
生
・
卒
業
生
・
保
護

者
・
地
域
の
皆
さ
ん
・
学
校
職
員
・
お

世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
が
一
同
に
会

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
思
い
出
を
語

る
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
学
校
の

歴
史
や
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
ま
と
め

た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
は
懐
か
し
の

方
々
と
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
く
と
共

に
、
思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
学
校
が
閉
校

す
る
悲
し
み
で
胸
が
熱
く
な
る･･･

そ

ん
な
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
マ
キ
ノ
北
小
学
校
、
今
津
西

小
学
校
お
よ
び
広
瀬
小
学
校
で
学
校
跡

今津西小学校跡地利用会議風景

【議案】
○高島市立学校における県費負担教職員の任免その他の

進退にかかる内申を行うことについて

第３回定例会報告　３月25日開催

第２回臨時会報告　３月11日開催 第３回臨時会報告　３月31日開催

【議案】
○高島市立学校跡地利用検討委員会設置要綱の一部を

改正する告示案
○平成 27 年度高島市教育行政基本方針案
○高島市立学校の学校医、学校歯科医および学校薬剤師

の委嘱について
○高島市立学校の児童生徒の出席停止に関する規則案
○高島市立中学校寄宿舎の管理運営に関する規則の一部

を改正する規則案
○高島市朽木生涯学習施設「ステーション・オアフ」

の管理運営に関する規則の一部を改正する規則案
○近江聖人中江藤樹記念館の管理運営に関する規則の一

部を改正する規則案
○近江聖人中江藤樹マスコットキャラクター「よえもん

君」着ぐるみ貸出要綱を定める告示案
○近江聖人中江藤樹記念館に勤務する職員の服務規程を

廃止する訓令案
○高島市有形文化財の名称変更および追加指定について
○高島市文化財保護審議会委員の任命について
○高島市図書館協議会委員の任命について

【議案】
○高島市教育委員会委員長の選挙および同職務代理者の指定に

ついて
○高島市教育委員会事務局等の人事について
○高島市立公民館長の任命について
○高島市青少年育成推進員の任命について
○地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する

法律の施行に伴う関係規則の整備等に関する規則案
○高島市教育委員会公印規則の一部を改正する規則案
○高島市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則案
○高島市教育委員会教育長の権限を学校その他の教育機関の長

に委任する規程および高島市教育委員会事務処理規程の一部
を改正する訓令案

○高島市立学校結核対策委員会規則案
○高島市立学校結核対策委員会設置要綱を廃止する告示案
○高島市立公民館の管理および運営に関する規則の一部を改正

する規則案
○高島市新旭水鳥観察センターの管理運営に関する規則の一部

を改正する規則案
○高島市青少年自然体験施設椋川山の子学園の管理運営に関す

る規則の一部を改正する規則案
○高島市体育施設の管理運営に関する規則案
○高島市立学校施設の開放に関する規則の全部を改正する規則案
○高島市今津市民プール使用規程の全部を改正する訓令案
○高島市安曇川市民プール使用規程を廃止する訓令案
○高島市立学校プール管理運営規程案
○高島市文化ホールの管理運営に関する規則案

教育委員の多胡賢委員と木下美和子委員が任期満了に伴い退任されました。
　多胡委員は平成 19 年３月に、木下委員は平成 20 年４月に教育委員に就任され、それぞれ商業や
福祉分野の経験を生かし、長期にわたり高島市の教育の発展にご尽力賜りました。

マ
キ
ノ
北
小
学
校
お
よ
び
マ
キ
ノ
北
小
学
校
在
原
分
校
、

そ
し
て
今
津
西
小
学
校
の
閉
校
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

地
利
用
検
討
委
員
会
を
設
立
し
ま
し

た
。
委
員
の
皆
さ
ん
に
学
校
の
利
活
用

に
つ
い
て
、
ま
た
各
学
区
の
住
民
の
皆

さ
ん
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
ど

の
よ
う
に
学
校
を
活
用
す
る
こ
と
が
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
新
し
い
風

を
吹
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
検
討

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
『
地
域
の
支
え
に
な
る
』

　
『
地
域
が
集
え
る
』

　
『
そ
こ
に
行
け
ば
誰
か
が
い
る
』

そ
ん
な
地
域
の
拠
点
と
な
り
、
か
つ
、

夢
に
向
か
っ
て
い
つ
ま
で
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
、
生
き
が
い
と
な
る･･･

　
そ
ん
な
施
設
と
な
る
よ
う
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
も
と
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
島
市
教
育
委
員
会
定
例
会
・
臨
時
会
の
報
告

アンケートを
実施しました

　教育委員会 information

準備委員会委員長
栗田俊栄さんあいさつ市長あいさつ

想い出を語る
元校長の中川　宏さん

想い出を語る　昭和 51年度
卒業の杉本　保さん

児童のことば・歌 玉木一成　校長の
あいさつ

校旗返納

▲閉校式のあと、思い出のタイムカプセルを掘り
　起こし懐かしむ昭和５7 年度卒業生の皆さん

式の最後に、全員で
「蛍の光」を合唱

マ
キ
ノ
北
小
学
校　
閉
校
式

▼
開
催
日　
３
月
29
日
（
日
）

▼
場
所　
マ
キ
ノ
北
小
学
校
体
育
館

１．主催者あいさつ
　　　市長あいさつ
　　　準備委員会委員長あいさつ　
２．来賓ごあいさつ
３．思い出を語る（卒業生と教職員）
４．児童発表・全校合唱・合奏

５．思い出のスライドショー
６．学校代表あいさつ
　　　児童代表あいさつ
　　　学校長あいさつ
７．校旗返納
８．校歌斉唱

準備委員会委員長
本田信幸さんあいさつ 児童発表・全校合唱・合奏

思い出を語る　昭和 47年度
卒業の古本美由紀さん 児童代表あいさつ

桂田浅義　校長の
あいさつ

校旗返納 式の最後に、全員で
校歌斉唱

閉校式後の茶話会

今
津
西
小
学
校　
閉
校
式

▼
開
催
日　
３
月
28
日
（
土
）

▼
場
所　
今
津
西
小
学
校
体
育
館

１．校歌斉唱
２．主催者あいさつ
　　　市長あいさつ
　　　準備委員会委員長あいさつ　
３．来賓ごあいさつ
４．想い出を語る（卒業生と教職員）

５．想い出のスライドショー
６．児童のことば・歌
７．校旗返納
８．学校長あいさつ
９．みんなでうたおう「蛍の光」

▲閉校式のあと、思い出のタイムカプセルを掘り
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このコーナーに関するお問い合わせは
健康推進課まで　 （２５）８０７８

25 2015. ５月号

　高島市民病院では多くのボランティアが活動し
ています。
　患者さんが安心して受診できるようにお手伝い
をしたり、入院中の患者さんやご家族の気持ちを
和らげ、快適な入院生活を送る手助けなど、さま
ざまなボランティア活動をおこなっています。
　高島市民病院で一緒にボランティア活動をして
いただける方を募集しています。

日程・お申し込みにつきましては病院ホームペー
ジをご覧いただくか、受診時に看護師・管理栄養
士までお尋ねください。

栄養管理センター　 （36）0220（代表）

糖尿病教室

高血圧教室

　糖尿病教室では医師や薬剤師、臨床検査技師な
どからの講義、管理栄養士からの食事に関する指
導をおこなっています。
　実際に食品を計量したり、個人にあったカロリ
ーでの昼食会を計画し「参加型で、よりわかりや
すい教室」を開催しています。

　血圧に関する疑問、質問など医師・看護師・管
理栄養士と一緒に解決していきましょう。毎回食
塩２g の減塩食の試食や、減塩調理の工夫なども
お話しします。
対象者：高島市民病院内科で加療中の高血圧患者さん

対象者：高島市民病院内科で加療中の糖尿病患者さん

「好転反応」といわれても、
健康被害が出たら利用は
一旦中止しましょう！！

生活相談課　 （25）8125

○　健康器具や健康食品、化粧
品、エステティックサービス
等の利用後に湿疹、下痢、頭
痛などの症状が発生した際に、
事業者から「好転反応（回復に向かう過
程の一時的現象）だから」などと言われ
て、継続することを勧められ、症状が持続・
悪化したというケースがあります。

○　事業者の「好転反応」「毒素が出ている」
などの説明をうのみにしてはいけません。
利用を継続させるためのセールストークで
ある場合もあります。

○　利用する際は、体調の変化に注意し、健
康被害が出たら、利用を一旦中止して早め
に医師に相談しましょう。

※『国民生活センター』の情報を参照しています。

ひとこと助言

【事例１】
　人に勧められた健康食品を飲んでいたが、
身体に湿疹ができた。知人に伝えると「身体
から悪いものが出ているので、そのまま飲み
続けるように」と指示された。しかし、治る
どころか湿疹は全身に広がった。病院で診察
を受けたところ、原因は健康食品によるアレ
ルギーと言われ、飲むのを止めたら治まって
きた。

【事例２】
　以前からの耳鳴りが治るのではとの思いか
ら、電位治療器の無料体験に通い、その後購
入した。使用すると指先に痒みを感じ、担当
者に症状を伝えると「好転反応だから使用し
続けて」と言われた。その後１週間使用し、
症状は体中へ広がり使用を止めた。

　昨年 10 月から定期（法定）の予防接種として
実施している高齢者用肺炎球菌の予防接種を今年
度も行います。
　対象年齢の範囲であれば、予防接種法に基づく
定期の予防接種として無料または接種費用の一部
をご負担いただくだけで受けることができますの
で、できるだけこの期間に接種を済ませましょう。

　全血献血を実施します。短時間
でできる献血で予約は必要ありま
せん。対象は 16 歳～ 69 歳（初
めての方は 64 歳まで）の方です。
ご理解とご協力をお願いします。
※服薬中、妊娠中の方など献血を
ご遠慮していただくことがありま
す。

　今年度から、年間を通じて食の健康教室を開催
します。毎日の食事づくりに必要な栄養バランス
について学び、実践していただける内容です。

▼日時　６月 21 日（日）10 時～ 13 時
▼場所　安曇川公民館
▼内容　妊婦さんの栄養教室（話・調理教室）
　　　　妊娠期にこそバランスのとれた食事につ
　　　　いて学びましょう。
▼定員　20 人　　▼費用　一人２００円
▼申込方法　電話、メール、ファックス
　　※名前、連絡先、住所をお書きください。
▼募集期間　５月１日（金）～６月 12 日（金）

健康推進課
　 （25）8078　 （25）5678
　 kenko@city.takashima.lg.jp　　　　　

▼対　象（①または②に該当する方）
① 60 歳以上 65 歳未満の方で心臓、腎臓もしくは呼

吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫
機能に障がいのある方（身体障害者障害程度１級）

②次の生年月日の方（平成 27 年度のみ）
　

▼回　数　１回
▼費　用　２, ５００円（医療機関でお支払いください）
※ただし、生活保護世帯で申請により免除決定を受け
た方は無料（接種前に手続きが必要）
過去に肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことがある方
は、対象となりませんのでご注意ください。
詳しくはお問い合わせください。

昭和 25 年４月２日～昭和 26 年４月１日
昭和 20 年４月２日～昭和 21 年４月１日
昭和 15 年４月２日～昭和 16 年４月１日
昭和 10 年４月２日～昭和 11 年４月１日
昭和  ５年４月２日～昭和   ６年４月１日
大正 14 年４月２日～大正 15 年４月１日
大正  ９年４月２日～大正 10 年４月１日
大正  ４年４月２日～大正   ５年４月１日

献血にご協力ください 食の健康教室のご案内

予防接種
高齢者用肺炎球菌

日　程 会　場 受付時間

５月１日 金
高島保健センター 10 時～ 11 時 30 分

高島市民病院 13 時 30 分
　～ 15 時 30 分

５月 22 日 金 今津保健センター 10 時～ 12 時
13 時～ 15 時

高齢者用肺炎球菌の
予防接種実施医療機関一覧表

事前にご予約をお願いします。

地　域 医療機関名 予約電話番号

マキノ
マキノ駅前診療所 28-8088

マキノ病院 27-0099
（平日１２時～１７時）

今　津

今津病院 22-2238
藤井医院 22-5311
安井医院 22-2030
あいりんクリニック 22-1711
前川クリニック 22-2881
けいこピュアクリニック 24-7000

朽　木 朽木診療所 38-2071

安曇川

氷室内科医院 32-2112
土田医院 32-3317
澤村医院 32-3525
東医院 32-1331
多胡クリニック 34-0345

高　島
高島市民病院 36-2299

（平日１２時半～１６時）
小篠医院 36-1511
やまにしクリニック 36-0015

新　旭

本多医院 25-4123
藁園本多医院 25-6951
澤村クリニック 25-5082
片岡クリニック 25-6373
小林クリニック 25-8107
まつだ内科・歯科クリニック 25-5050
まつもと整形外科 25-8201

予防接種実施医療機関一覧表

高島市社会福祉協議会
0740（36）8220

ーお問合せー
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り

歌
い
出
し　

言ゆ

う
て
ほ
し
い
の　
「
サ
ン
ハ
イ
」
と

庭
先
の　

に
お
い
う
れ
し
い　

沈ち
ん
ち
ょ
う
げ

丁
花

百
選
の　

海
津
大
崎　

花
満
開

水み
ず
ぬ
る温
み　

小
川
に
小う

お魚
の　

影
多
し

春は
る
と
ら
い

到
來　

婆ば

ば婆
の
で
ば
ん
だ　

鍬く
わ

始
め

藪や
ぶ

失
せ
て　

ウ
グ
イ
ス
聞
け
ぬ　

畑
仕
事

努
力
こ
そ　

自
信
に
繋
が
る　

力
な
り

高
島
の
春　

ピ
ン
ク
一
色　

淡
い
町

残
雪
に　

夕
日
差
し
込
む　

つ
づ
ら
お
峠

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

川
尻　
耕
生
（
今
・
松
陽
台
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

鞍
田　
作
枝
（
新
・
饗
庭
）

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

渡
辺　
幸
江
（
新
・
深
溝
）

森
本　
幸
枝
（
今
・
梅
原
）

小
和
田
富
枝
（
新
・
旭
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

福
井　
　
良
（
安
・
西
万
木
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

高
野　
龍
哉
（
高
・
野
田
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

北
坂　
　
修
（
高
・
武
曽
横
山
）

村
田　
ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

河
原
田　
勝
（
今
・
岸
脇
）

中
崎　
徳
子
（
朽
・
桑
原
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

北
原　
　
宏
（
今
・
今
津
）

髙
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

粂　
　
洋
一
（
新
・
太
田
）

北
川　
し
げ
（
安
・
西
万
木
）

枝　
千
代
子
（
安
・
常
磐
木
）

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

八
木　
　
宏
（
高
・
鴨
）

田
中
せ
つ
子
（
高
・
勝
野
）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

井
保　
孝
夫
（
安
・
西
万
木
）

岡
田　
明
子
（
新
・
安
井
川
）

澤
辺
み
さ
を
（
新
・
藁
園
）

西
山　
偲
蓮
（
マ
・
高
木
浜
）

西
山　
　
凛
（
マ
・
高
木
浜
）

船
野　
秀
二
（
今
・
松
陽
台
）

すてきな作品をお待ちしています！
郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・電話番号を書き添えて投稿してください。
作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。
なお、メールで投稿される場合は、漢字の直後に (　) 書きでふりがなを記入してください。
★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

▼ 投 稿 先　郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地　高島市秘書広報課あて
　　　　　　メール→　hishokoho@city.takashima.lg.jp

▼次回締切　５月 25日（月）必着（掲載は７月号）

みんなで
みんなでつくるみんなのページ

教
え
て
く
だ
さ
い

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
は
ま
ぶ
ん

　
今
津
町
浜
分
区
で
は
、
区
長
、
民
生
委
員
、
福
祉
推
進
委
員
が
中
心
と
な
り
、
あ

し
た
の
体
操
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
が
体
操
を
と
お
し
て
元
気
に
浜
分

で
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、
に
ぎ
や
か
に
楽
し
く
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る

よ
う
に
と
、
月
２
回
（
第
１
、３
水
曜
）
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

　
平
均
23
～
25
名
く
ら
い
の
参
加
が

あ
り
ま
す
。

　
継
続
す
る
た
め
に
工
夫
し
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
高
島
ち
ぢ
み
で
作
っ
た
、
お
そ
ろ

い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
、
み
ん
な
の

気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

Ｑ ＱＡ Ａ

参 加 者 の 声

地域包括支援課（地域包括支援センター）
　 （25）8150

　市では、介護の知識や技術を学んだり、情報
交換やリフレッシュの機会として、家族介護教
室を開催しています。ご高齢の方を介護してお
られる方、「そろそろ介護が必要となりそう」
という方、過去に介護経験のある方、ぜひご参
加ください。
　今回は、11 時から介護家族の情報交換を行
い、13 時から認知症についてや認知症の方の
一人歩き（徘徊）についての話があります。

　市内では、介護家族の会も活動されています。無理のない介護を続けるには、
仲間と支えあうことが大きな力になります。お気軽にご参加ください。

▼開 催 日　５月 27 日（水）
▼時　　間　11 時～ 15 時
▼場　　所　観光物産プラザ３－Ａ会議室
▼申込方法
　５月 25 日（月）までに、地域包括支援課（地
域包括支援センター）にお申し込みください。

　　 活動場所 活動日 参加費
みのり会 安曇川公民館 月 1 回 飲食費実費

ひまわり会 丸八百貨店（朽木） 月 1 回 年会費 1,200 円または賛助会
員 1,000 円（年間）、飲食実費

紅葉の会 喫茶「Café　cozy」（今津） 毎月第 3 金曜日 飲食費実費
なごやか会 高島保健センター 不定期 飲食費実費
たかしまケアメン
（男性介護者）の会

縁側エスパ
（新旭エスパ内） 毎月第 3 水曜日 飲食費実費

（飲物 1 杯 100 円）

　「病気のことを知ったら対応方法がわかった」　
　「他の人の工夫を聞き参考になった」
　「ここへ来て初めて気持ちが分かってもらえた」

体
力
測
定
で
現
在
の
体
力
を
知
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た

高島ちぢみで作ったおそろいの
ユニフォーム

●参加された方の声


